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大学生涯学習研究の現代的視角



















供サービスとする視点が､今 日も多 くの大学開放の基本 となっているからで＼ある｡この視
点は､近代 ｢中期｣の ≪生涯教育》の地平に対応する大学開放であり､近代 ｢後期｣の現
代社会が推進 しょうとしている ≪生涯学習》の地平に対応する大学開放 とは言えない｡
第 2に､大学生涯学習の大学機能における位置づけである｡
後述するように､国際的には欧米を中心に大学開放は基本機能 として位置づけされてき
たが､ 日本では基本機能外の ｢奉仕｣的機能 とされがちであった｡ したがって､大学開放
-参加するのは､｢奉仕精神｣のある個々の教員の自主活動であり､教月の ｢本務｣外の活
















従来 日本の大学自体が社会的に閉鎖的であ り､大学生涯学習の推進 も大学独 自に推進さ









構造変化に対応 して､人々が社会 ｢適応｣するための近代 ｢中期｣教育思想であった｡ し
たがって､その推進原理 としては､当時 OECDが提唱したように､とくに社会的不利益層

















嶋 している｡ とくに､主体的学習を基本 として､-イテクノロジイの学習や クロスーカ リ
キュラム方式の学習を推進す ると共に､学習 と仕事 などを総合化 した主体的､実践的学習
を強調 し､社会人教育 としては成人教育機関の整備 とともに ｢改革 した｣学校教育の新た
な対応を強調 している｡ とくに､大学など高等教育機関は生涯学習のために ｢拡張｣型の




に達 してお り､高等教育-の主体的学習基盤が成熟するとともに､高等教育後の リカレン
ト教育基盤 も成熟 しているのである｡
さらに､ 日本においては社会人の中等教育後の継続教育は産業界が企業内教育 として推
進 してきたが､今 日､内容的にも､経費的にも対応が困難 となりつつあることがある(3)0
Ⅲ.大学の基本機能 としての開放 ･生涯学習機能
現代の生涯学習に対応 してい くには､大学 自体の改革､即 ち大学の基本機能の改革が不
可欠であるが､そのためには大学開放の第 3段階である現代の大学開放の性格 をとらえる
必要がある｡
19世紀の後半にイギ リスか ら始動 した第 1段階の大学開放は､〔大学の社会サー ビスして
｢教養教育拡張｣型の大学開放 を推進 し､世界の高等教育機関の大学開放 を主導 してきた｡
1960年代の技術革新 を基底 とする社会人の リカレン ト教育要求の高まりは､第 2段階の
大学開放 を始動 させ､アメリカ合衆国の大学が主導 して 〔大学の教育拡充機能〕 として第
1段階の大学開放 を継承､発展させた継続高等教育型の ｢職業､生活教育拡張｣ を推進 し
てきた｡第 2段階の大学開放は､第 1段階の正規の教育 ｢外｣拡張型から正規の教育 シス
テム ｢内｣の開放 (社会人学生)をも含む開放型を推進 していることである｡
しか し､1990年代にはいって､世界の大学開放は第 3段階を迎えている｡すなわち､大
学開放は､既存の大学の基本機能 と連関する基本機能 として位置づけられつつあ り､それ
にともなって大学生涯学習 も大学の基本機能 として位置づけられようとしている(4)｡これ
からの大学の基本機能は､研究機能､伝統的学生の教育機能 と並ぶ基本機能 として大学開
放機能 を位置づける トライアングル機能 として位置づけられ､研究 と連関 した大学生涯学
習大学の基本機能 として内包されてい くであろう｡
第 1段階､第 2段階､第 3段階の大学開放段階を図示すれば､以下のようにとらえられ
よう｡
図 1 〈大学開放の発展段階)発展段階開放の性格 開放の機能的性格 開放の基本内容第1大学拡張 機能外サー ビス 教養教育の開放2段階大学拡充 教育機能の拡充 教養 ･職業専門教育の開放第3大学拡大 基本機能 研究 ･教育の社会総合開放
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図 2 〈大学機能構造)










































大学開放 ･生涯学習の展開は学内だけでな く､学外 との協同によって展開することが増
























































別する大学政策の善 し悪しは､本稿では論 じないが､す くなくとも研究性や教育性 と分離













大学 も開放活動 を大学の機能外の教月活動 ととらえるレベルである｡
② 講座や学科 を主 とする部局 レベル
教月が講座や学科の集団的業務 として開放事業 を展開す る形態で参加す る型であ
り､内部集団職務 として評価 されるが､大学全体の職務評価はされない｡ このレベル
も(丑と同様に､｢研究や学生の教育に差 し障 りがない範囲での活動｣ とされる.
③ 公開講座運営委月会などを主 とする全学教育機能支援 レベル
正規教育システム とは別の教育 システム として大学の活動に大学開放 を位置づける
が､その活動は本務外である｡ しか し､このレベルになると､開放経費が大学経費 と
して計上される場合が多い｡




⑤ 開放センター方式など組織的全学教育 ･研究機能推進 レベル
この段階のレベルになると大学開放が基本機能ではないが､大学のシステム内に組
み込 まれ､専任教職月の配置 と開放独 自予算が計上 される｡ しか し､センター方式は
学部などの基本研究･教育システムではな く､サブシステムであ り､大学全体の研究､
教育計画を規定する段階には至 らず､研究や教育の ｢延長｣活動に止まる｡ 日本の大
学 も近年､このレベルの大学開放 ･生涯学習の位置づけがなされる大学が 3割をこえ
つつある｡
⑥ イギ リス､アメリカ合衆国などの成人教育推進 ｢学部｣､｢ブランチ｣レベル
今 日､イギリスやアメリカ合衆国の大学においては､成人教育学部や大学開放ブラ
ンチなど学部相当のシステムで大学開放 ･生涯学習 (継続教育)を展開 してお り､大
学開放･生涯学習が大学の基本教育機能 として､位置づけられている｡しか し､開放･
生涯学習の位置づけは ｢教育｣領域 を主 とし､総合的な ｢社会的研究 ･教育開放｣ レ
ベルはこれからの課題である｡
⑦ 大学開放総合推進機構方式など全学大学稔合開放 レベル
このレベルは､大学開放 ･生涯学習機能 を大学の基本機能 として位置づけ､大学機
能 を3機能 として位置づけるレベルである｡このレベルは､ どの国もこれからの課題
であるが､近年開発国の都市立地大学にその萌芽が台頭 しつつある(7)0
日本の大学 も生涯学習系センターの設立が25%を超えるなど､かなりの推進組織が形成
されつつあるo Lか し､今後の総合開放推進方式 として学部段階だけでな く､大学院段階
を包括 し､研究 と教育の捻合的開放 を内包するには(丑の組織化が求められよう.その呼称
として､本論文では長崎大学が設置 しようとしている ｢機構｣ を措定 したが､イギリスの





構造の転換が生 じる｡すなわち､従来大学数月の本務は ｢研究と (伝統学生の)教育｣と





















従来､ 日本においては社会人の教育 ･研究が､社会教育機関か企業内教育 ･研究システ
ムを主体に展開してきたために､大学自体の開放への消極的スタンスとも相まって､大学
開放 ･生涯学習-の社会的対応は弱体である｡








(1) 奥島孝康 ･原輝史 r生涯学習と高等教育J早稲田大学出版部 1998午
清成忠男 ･岡本義行編著 r地域における大学の役割J 日本経済評論社 2000年 ＼
猪山 :大学生涯学習研究の現代的視角 9
(2)A.Burtonn､野中郁次郎訳 r知識資本主義j 日本経済社 2001年
アーサーアンダーセンH･C･SF人材革新マネジメン ト』生産性出版 2000年
(3) 根本 孝 Fe-ラーニング｣中央経済社 平成13年
(4)猪山勝利 ｢大学生涯学習の拡充 と大学改革｣大学生涯学習推進研究プロゼク トr大学における生涯学習
推進に関する研究』平成12年





A.シナ トラ ｢北イタリアにおける大学の役割｣清成忠男､前掲書 17頁
(8) 猪山勝利 ｢高等教育ネットワー ク･仙台｣大学開放にかかわる研究委月会 F平成12年度生涯学習の促進
に関する研究開発』2001年
大阪市教育委見合 ･大阪大学 『生涯学習社会にむけた大学の開放 と行政 との連携｣大阪市教育委月会
平成11年
(9) 仙台市総合研究機構 F学都仙台の都市経営に関する一考察』平成12辛
